
　
今
回
は
、
社
会
福
祉
法
人
渓
州

会
は
ま
か
ぜ
園
を「
深
ボ
リ
！
」。

施
設
長
の
濵は

ま

田だ

恒ひ
さ
し

さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
法
人
は
平
成
10
年
に
設
立
し
、

翌
11
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
ま
か
ぜ
園
を
開
所
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
加
え
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
居
宅
介

護
支
援
と
い
っ
た
介
護
保
険
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
ま
か
ぜ
園
の
取
り
組
み

　
当
園
で
は
、
利
用
者
を
な
る

べ
く
抱
え
上
げ
る
こ
と
な
く
行

▲濵田施設長（中列左から３番目）と従業員の皆さん

う｢

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア｣

の

実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。
介
護
業

界
全
体
で
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
の

介
護
方
法
は
、
介
護
す
る
側
と
さ

れ
る
側
の
両
方
に
身
体
的
負
担
が

少
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ
移
る
際
な

ど
に
板
を
利
用
し
、
そ
の
上
を
ス

ラ
イ
ド
す
る
よ
う
に
移
動
さ
せ
る

手
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
所
以
来｢

看
取
り
介

護｣

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
は
、
住
み
慣
れ
た
環
境
で

最
期
を
迎
え
た
い
と
願
う
方
に
対

し
て
、
そ
の
と
き
ま
で
日
常
生
活
の

ケ
ア
を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
す
。

医
療
機
関
と
連
携
し
、
安
心
し
て
最

期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
当
園
は
、
女
性
の
育
児
休
業
取

得
率
お
よ
び
取
得
後
の
復
帰
率
が

１
０
０
％
で
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
い
て
い
る
人
が
出
産
後
、
子
ど

も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
短
時
間
の

パ
ー
ト
で
勤
務
す
る
な
ど
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
非
正
規
職
員
か
ら
正
規
職

員
へ
の
転
換
や
適
性
に
合
わ
せ
た
管

理
職
の
登
用
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
開
所
以
来｢

地
域
の
た
め
の
施

設
で
あ
り
た
い｣

と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
介
護
保
険
事
業
に
加
え
、
小

中
学
校
の
福
祉
体
験
や
職
業
体
験

の
受
け
入
れ
、
地
域
高
齢
者
へ
の

買
い
物
支
援
な
ど
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
思
い
を
大
切
に
し
、
培
っ
て
き

た
豊
富
な
介
護
技
術
と
福
祉
の
知

識
な
ど
の
情
報
を
生
か
し
て
、
地

域
に
必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

　
そ
し
て
当
園
の
活
動
を
通
じ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぎ
、
地
域

に
住
む
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い

き
た
い
で
す
。

入社１年目
樗
おおて
木
き
紅
あか
音
ね
さん

　介
護
に
興
味
を
持
ち
、
転
職
し

て
勤
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　施
設
で
は
、
利
用
者
の
食
事
や

排
泄
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
方
々
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
信

頼
関
係
を
築
け
て
い
け
る
と
こ
ろ

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　今
後
は
、
実
務
経
験
を
積
み
な

が
ら
資
格
取
得
に
も
挑
戦
し
、
利

用
者
が
安
心
し
て
楽
し
く
生
活
で

き
る
よ
う
に
介
護
技
術
を
身
に
付

け
て
い
き
た
い
で
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲ノーリフティングケアの様子

▲レクリエーションの様子

代 表 者：理事長　濵
はま

田
だ

聡
さとし

所 在 地：西方町 3111番地
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連 絡 先：（28）1010

社会福祉法人渓州会
はまかぜ園 － Information －

Instagram▶
ホーム　
ページ▶

第
75
回

社
会
福
祉
法
人
渓け

い

州し
ゅ
う

会 

は
ま
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ぜ
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沖縄の伝統芸能に触れる
　１月 26 日（日）、ＳＳプラザせんだいで、「組踊」
特別鑑賞会を行いました。
　組踊はユネスコ無形文化遺産に登録、国の重要無
形文化財に指定されている沖縄の伝統芸能です。県
内外から多くの方が鑑賞に訪れ、沖縄の伝統的な方
言でのせりふや太鼓、三線などを用いた歌舞劇を楽
しみました。

　１月 26 日（日）、少年自然の家で、ファミリー自
然体験隊（冬）を開催しました。
　８家族が参加し、手打ちうどん体験や野菜収穫な
どを行いました。自分たちで作った生地を踏んで、
コシのあるもちっとした食感のうどんを豚汁と一緒
に味わい、心も体も温まりました。

　２月４日（火）、カクイックス交流センター（鹿児島
市）で、令和６年度鹿児島県共生・協働型地域コミュ
ニティづくり推進優良団体の表彰式が行われ、大馬
越地区コミュニティ協議会が地域コミュニティ組織
部門の優秀賞を受賞されました。
　しそジュースの製造・販売などの地域一体となっ
て取り組むさまざまな活動が高く評価されました。

おいしいうどん、お家でも作ろうね

しそジュースの製造・販売などが評価されました

　２月８日（土）、国際交流センターで、第 15 回県
女性消防団員研修会が開催されました。
　この研修会は、女性消防団員のより一層の活動能
力の向上や活性化を図ることを目的に開催されてい
ます。県内から約 250 人の団員が参加し、本市消防
団団本部女性分団がハンドベルを演奏しながら、原
子力防災について活動事例を発表しました。

　２月６日（木）、市消防局で、第 44 回消防職員意
見発表会を開催しました。
　10人の消防士が日頃の業務や災害対応の中で感じ
たことや取り組むべき課題などを、消防・防災をテー
マに発表しました。
　「市民の防災意識向上を目指して」と題して発表し
た東部消防署の白

しら

石
いし

消防士が最優秀賞を受賞し、４
月に垂水市で開催さ
れる「第48回鹿児島
県消防職員意見発表
会」に市消防局代表
として出場します。

女性消防団員の活性化のために市民の安全への思いを語る

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。
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施 設 名 抽 選 場 所 受 付 時 間

陽成町農産物加工センター 本庁１階厚生会室（大） ８：30～８：45

大馬越農村研修館 入来支所１階101会議室 10：45～ 11：00

樋脇婦人の館共同加工施設 塔之原五区公民館 13：00～ 13：15

薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年
記
念

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
　

―
せ
ん
で
　
ふ
ぇ
す
―

３
月
16
日（
日
）10
時
～
16
時

川
内
川
大
小
路
み
ら
い
公
園

昔
な
が
ら
の
縁
日
の
再
現
や
市
内

飲
食
店
の
出
店
、
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
な
ど

ど
な
た
で
も
可

※
入
場
無
料

川
内
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

（
22
）２
２
６
７

第
17
回
ひ
ら
さ
・
北ほ

ん
ご
う郷
桜
ま
つ
り

３
月
30
日（
日
）11
時
～
15
時
30
分

平
佐
城
広
場（
平
佐
町
）

※
雨
天
時
は
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

で
実
施

講
話｢

西さ
い

郷ご
う

吉き
ち

之の

助す
け

と
川
内｣

、
紙

芝
居｢

チ
ェ
ス
ト
！
西
郷
さ
ん｣

、
俳

句
大
会（
要
事
前
応
募
）、
紙
鎧
つ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
要
事
前
予
約
）、

出
店
な
ど

ど
な
た
で
も
可

※
入
場
無
料

▼�

俳
句
大
会
＝
３
月
10
日（
月
）ま
で

　
▼�

紙
鎧
つ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

＝
３
月
30
日（
日
）ま
で

北ほ
ん

郷ご
う

萌ほ
う

祥し
ょ
う

０
９
０（
５
８
２
３
）１
５
２
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
自
然
体
験
隊（
春
）

【
要
申
込
】

４
月
６
日（
日
）９
時
～
13
時
45
分

少
年
自
然
の
家

お
に
ぎ
り
弁
当
作
り
、
春
を
見
つ

け
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

市
内
に
居
住
し
、
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
家
族

10
組

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

３
０
０
円（
１
人
）

帽
子
、
軍
手
、
飲
み
物
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク

３
月
14
日（
金
）～
23
日（
日
）

イ
ベ
ン
ト
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

※
電
話
受
け
付
け
は
９
時
～
17
時

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼
川
内
地
域
＝
宮
里
城
、
城
上
、
草

道
下
、
桜
井
、
百
次
、
勝
目
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
八
幡
、諏
訪
越
第
２
、

向
湯
第
１

▼
入
来
地
域
＝
小
路
、
舟
越
、
立
山

一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口
、
里
、

竹
下
、
東
園
、
小
鷹
、
フ
レ
グ

ラ
ン
ス
紅
梅

▼
祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、

砂
石
、
早
馬
、
麓
東
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
新
町
、
笠
掛

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田

▼
下
甑
地
域
＝
手
打
港
、本
町
、古
川
、

手
打
松
下
川

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
小
牟
田

３
月
20
日（
木
）必
着

市

ま
た
は

の
各
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
直
接
、
送
付

３
月
25
日（
火
）10
時
～

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
詳
し
く
は
、
市

お
よ
び

の
各

所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

加
工
施
設
利
用
者

陽
成
町
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
、

大
馬
越
農
村
研
修
館
、
樋
脇
婦
人
の

館
共
同
加
工
施
設
の
利
用
者
の
募
集

本
庁
４
階
農
業
政
策
課
ま
た
は
、

各
支
所
、
各
加
工
施
設
に
備
え
付
け

の
抽
選
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
利
用
を
希
望
す
る
加
工
施
設

に
持
参

毎
月
１
日

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

場
合
、
翌
開
庁
日

※
利
用
希
望
月
の
６
カ
月
前
に
抽
選

会
を
実
施

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

本
庁
農
業
政
策
課
企
画
総
務
・
六

次
化
Ｇ（

４
２
１
２
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲�紙鎧つくり
　ワークショップ
　申込フォーム

▲�俳句大会応募
　フォーム

▲�イベント申込
　フォーム

▲市

…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
講
師
・
相
談

員
　

…
対
象
　

…
定
員
　

…
受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

募
集
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ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館
　
　
　

前
期
講
座
生
・
サ
ー
ク
ル
生

▼
講
座
＝
５
月
～
10
月

19
時
～
21
時

▼
サ
ー
ク
ル
＝
４
月
～
翌
年
３
月

19
時
～
21
時
30
分

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館（
西
開
聞
町
）

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
15

歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

※
学
生
は
除
く

※
受
講
無
料（
教
材
費
は
実
費
）

※
傷
害
保
険
料
は
別
途（
希
望
者
の
み
）

直
接
、
電
話

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館

（
20
）１
２
８
１

国
勢
調
査
員

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住

む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す

る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
に
あ
た
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
調

査
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

本
庁
行
政
経
営
課�

行
政
改
革
・

文
書
統
計
Ｇ（

６
１
２
３
）

知
的
障
害
者
巡
回
相
談
　
　

【
要
申
込
】

５
月
13
日（
火
）９
時
～
17
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
川
内

（
永
利
町
）

療
育
手
帳
の（
再
）判
定
な
ど

市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方

４
月
11
日（
金
）ま
で

直
接
、
電
話

本
庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）

ぴ
あ
保
護
者
会（
心
の
相
談
会
）

４
月
12
日（
土
）14
時
～
17
時

す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）

子
ど
も
の
不
登
校
や
発
達
の
こ
と

な
ど
で
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
相
談
会

小
中
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

※
参
加
無
料

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
―
カ
ー

　
野の

平び
ら

０
９
０（
１
８
７
２
）５
９
１
８

令
和
７
年
度
　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

４
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）

本
庁
２
階
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
、
甑
島
振
興
局
の
地
域
振
興
課

▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
土
地

の
所
在
、
地
目
、
地
積
、
価
格

　
▼
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
家
屋

の
所
在
、
家
屋
番
号
、
建
築
年
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

令
和
７
年
度
固
定
資
産
税（
土
地
・

家
屋
）の
納
税
者
お
よ
び
そ
の
代
理

人
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
、
納
税
通
知
書
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
、
委
任
状（
代
理
人

の
場
合
）

本
庁
税
務
課
土
地
Ｇ（

２
２
４
１
）、

家
屋
Ｇ（

２
２
５
１
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

就
学
援
助
制
度
認
定
申
請

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
そ
れ
に

準
ず
る
世
帯
で
、
経
済
的
理
由
な
ど

に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小

中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品

費
や
学
校
給
食
費
な
ど
の
援
助
を
す

る
制
度
で
す
。

希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
、
各
学

校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
庁
学
校
教
育
課
学
事
Ｇ（

５
３
３
２
）

相
談

お
知
ら
せ

▲市

曜
日

講　　座
サ ー ク ル

講 座 名 定 員 活 動 内 容

月 － － － 卓球（毎週）

火 美・ボディ・メイク 30 ゆるゆる簡単運動で身体すっきり －

水
ヨ　ガ 30 ｢キレイになる｣ヨガ

ソフトバレー（毎週）
家庭料理（月１回） 25 家庭料理全般

木
着　付 10 浴衣から着物の着付の基本

バドミントン
（ゆかいな仲間会、毎週）

ペン字・筆ペン字 10 楷書・行書などの基本と練習

金 － － － バドミントン（毎週）

※講座は定員になり次第締め切ります。定員に満たない場合は随時受け付けます。

※サークルは随時受け付けます。

15 Satsumasendai city Public Relations, 2025.3.10



　

自
衛
官
な
ど
の
募
集
事
務
に

関
す
る
対
象
者
情
報
の
提
供

に
つ
い
て

　
18
歳
に
な
る
人
の
氏
名
、
住
所
、

性
別
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
平
成
19

年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

※�

提
供
す
る
個
人
情
報
は
、
適
切
な

管
理
を
徹
底
し
、
募
集
対
象
者
の

確
認
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

　�

な
お
、
情
報
提
供
を
望
ま
な
い
人

に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
に
提
供
す

る
情
報
か
ら
除
外
し
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
の
写
し

６
月
16
日（
月
）消
印
有
効

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
市

、
本

庁
４
階
防
災
安
全
課
、
各
支
所
、
甑

島
振
興
局
、
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
送
付

本
庁
防
災
安
全
課
防
災
安
全
Ｇ

（

４
９
３
２
）

市
の
施
設
使
用
料
減
免
　
　

高
齢
者
団
体
は
申
請
を

高
齢
者
の
健
康
増
進
な
ど
を
図
る

た
め
、
高
齢
者
団
体
が
健
康
増
進
や

介
護
予
防
活
動
が
可
能
な
高
齢
者
福

祉
施
設
、
体
育
施
設
な
ど
を
使
用
す

る
場
合
の
使
用
料
減
免
の
申
請

市
内
に
住
所
を
有
し
、
会
員
が
10

人
以
上（
う
ち
60
歳
以
上
の
高
齢
者

が
お
お
む
ね
４
分
の
３
以
上
）で
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
お
よ
び
介
護
予

防
に
役
立
つ
活
動
を
行
う
次
の
団
体

①
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
お
よ
び
同

連
合
会
に
所
属
す
る
単
位
高
齢

者
ク
ラ
ブ

②
任
意
の
高
齢
者
団
体

※
減
免
割
合
は
、
①
＝
全
額
免
除
、

②
＝
５
割
減
額

※
エ
ア
コ
ン
な
ど
付
属
設
備
の
使
用

料
は
減
免
対
象
外

３
月
17
日（
月
）～

申
請
者
の
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
、甑
島
振
興
局
、各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接

※
申
請
内
容
を
審
査
し
、
減
免
が
適

当
と
認
め
た
団
体
に
は｢

高
齢
者

団
体
認
定
書｣

を
交
付
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
使
用
申
し
込
み
の

際
に
、必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

高
速
船
甑
島
・
結ゆ

い

Ｌラ

イ

ン

ｉ
ｎ
ｅ

こ
し
き
の
運
賃
改
定

燃
料
資
源
の
高
騰
に
よ
る
運
航

費
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、
３
月
20
日

よ
り
、
高
速
船
甑
島
・
結
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

こ
し
き
の
運
賃
が
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
甑
島
住
民
割
引
運
賃
は
運

賃
改
定
以
降
も
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。甑

島
商
船
串
木
野
本
社

（
32
）６
４
５
８

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

ポ
イ
ン
ト
転
換
申
請

令
和
７
年
度
よ
り
臨
時
受
付
窓

口
の
設
置
お
よ
び
４
月
か
ら
の
利
用

券
交
付
を
開
始
し
ま
す
。

臨
時
受
付
窓
口

※
４
月
の
利
用
券
交
付
に
併
せ
て
臨

時
窓
口
を
縮
小
し
ま
す
。

４
月
２
日（
水
）

次
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り

通
常
受
付

４
月
７
日（
月
）～
12
月
26
日（
金
）

本
庁
１
階
１
０
１
会
議
室
ま
た
は

各
支
所
、
甑
島
振
興
局
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▲甑島商船

区　間 現　行 改 定 後

高速船甑島
（川内～里・長浜） 3,440円 4,070円

結Lineこしき
（串木野～里・長浜） 2,340円 2,800円

規　格 現　行 改 定 後

３ｍ以上４ｍ未満 8,610円 9,130円

４ｍ以上５ｍ未満 10,070円 10,670円

規　格 往 路 運 賃 ＋ 復 路 運 賃 ＝ 合 計 運 賃

３ｍ以上４ｍ未満 9,130円＋8,220円＝17,350円

４ｍ以上５ｍ未満 10,670円＋9,610円＝20,280円

※車両航送運賃は、運転手１名の２等運賃を含みます。

■自動車航送運賃（結Lineこしき：串木野～里・長浜）

■島発往復の場合（結Lineこしき：串木野～里・長浜）

▲高齢者支援型（緑色）

転換対象となるカード

▲参加型（桃色）

▲申込
　フォーム

▲市

▲結Lineこしき

■旅客運賃
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■介護予防元気度アップ事業ポイント転換臨時受付日程
実　施　日 時　間 会　場

４月２日（水）

9:00 ～ 10:30 市比野地区コミュニティセンター（樋脇保健センター）

11:00 ～ 12:00 大馬越地区コミュニティセンター

13:00 ～ 14:00 南瀬地区コミュニティセンター

※臨時受付窓口は本土地域のみとなります。

※
本
庁
で
の
受
け
付
け
は
、
５
月
以

降
は
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課

窓
口
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
介
護
予
防
元
気
度
ア

ッ
プ
カ
ー
ド
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
直
接

身
分
証（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支

援
Ｇ（

２
６
７
７
）

本
庁
市
民
課
窓
口
の
　
　
　

時
間
延
長
・
休
日
開
設

　
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
窓
口
の
混

雑
緩
和
の
た
め
、
次
の
と
お
り
、
本

庁
市
民
課
窓
口
の
時
間
延
長
お
よ
び

休
日
開
設
を
実
施
し
ま
す
。

平
日
の
時
間
延
長

３
月
24
日（
月
）～
４
月
４
日（
金
）

18
時
30
分
ま
で

休
日
の
窓
口
開
設

３
月
30
日（
日
）、
４
月
６
日（
日
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

本
庁
２
階
市
民
課

※
休
日
の
本
庁
舎
出
入
口
は
、
東
側

の
み
で
す
。

住
所
変
更（
転
入
・
転
居
・
転
出
）

に
伴
う
手
続
き
の
み

※
通
常
の
証
明
発
行
な
ど
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
は
、
窓
口
が
大
変
混
み
合

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
転
入
・
転
居
届
出
に
つ
い
て
は
、

引
っ
越
し
後
14
日
以
内
の
届
出

が
可
能
で
す
。

※�

転
入
・
転
居
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
処
理
が
、
当
日
中

に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
市
か
ら
他
市
町
村
へ
引
っ
越
し

さ
れ
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
転
出
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

※
窓
口
の
混
雑
状
況
は
、
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
画
面
の｢

基

本
メ
ニ
ュ
ー｣

→｢

届
出
・
証
明

書｣

→｢

混
雑
情
報｣

か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。

本
庁
市
民
課
住
民
Ｇ（

２
５
４
４
）

叙
勲
・
褒
章
は
、
大
き
な
功
績

を
挙
げ
た
方
々
を
表
彰
す
る
国
の
制

度
で
す
。

令
和
６
年
は
次
の
方
々
が
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ

た
る
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
掲
載
に
本
人
の
同
意
を
い
た
だ
い

た
方
の
み

■
瑞ず

い

宝ほ
う

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

（
防
衛
功
労
）

・
德と

く

留ど
め

　和か
ず

敎の
り

　
　御
陵
下
町

　
　
元
陸
上
自
衛
隊
小
平
学
校

　
　
　
　
　
　会
計
教
育
部
長

■
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

（
保
健
衛
生
功
労
）

・
川か

わ

𠩤𠩤は
ら

　裕ゆ
う

一い
ち

　
　向
田
本
町

　
　
　元（
社
）川
内
市
医
師
会
会
長

（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

・
今い

ま

藤ふ
じ

　尚し
ょ
う

一い
ち

　
　入
来
町
浦
之
名

元
鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長

■
瑞ず
い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

（
教
育
功
労
）

・
中な

か

村む
ら

　史ふ
み

傳つ
ぐ

　下
甑
町
瀬
々
野
浦

　
　
　
　
　
　
　元
公
立
中
学
校
長

・
笹さ

さ

原は
ら

　武た
け

幸ゆ
き

　
　樋
脇
町
市
比
野

　
　
　
　
　
　
　元
公
立
小
学
校
長

（
労
働
行
政
事
務
功
労
）

・
黒く

ろ

木き

　敏と
し

海み

　
　中
郷
一
丁
目

　元
伊
集
院
公
共
職
業
安
定
所
長

（
調
停
委
員
功
労
）

・
徳と

く

留ど
め

　政ま
さ

彦ひ
こ

　
　原
田
町

　現
調
停
委
員

（
更
生
保
護
功
労
）

・
伊い

東と
う

　正た
だ
し

　
　
　中
郷
三
丁
目

現
保
護
司

（
海
上
保
安
功
労
）

・
柿か

き

囿ぞ
の

　浩こ
う

二じ

　
　平
佐
町

　
　
　
　
　
　
　元
海
上
保
安
官

（
防
衛
功
労
）

・
久く

野の

　洋よ
う

　
　
　宮
里
町

　元
３
等
陸
佐

■
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

（
防
衛
功
労
）

・
冨と

み

森も
り

　英ひ
で

樹き

　
　湯
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　元
３
等
陸
尉

（
警
察
功
労
）

・
茶ち

ゃ

圓え
ん

　孝こ
う

藏ぞ
う

　
　中
村
町

　元
兵
庫
県
警
部
補

■
黄お

う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う 

（
業
務
精
励（
宅
地
建
物
取
引
業
））

・
福ふ

く

山や
ま

　修お
さ
む

　
　
　百
次
町

　現
ひ
か
り
土
地
建
物
代
表
者

■
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う 

（
更
生
保
護
功
績
）

・
鹿か

子こ

木き

　努つ
と
む

　
　平
佐
一
丁
目

　現
保
護
司

（
社
会
福
祉
功
績
）

・
山や

ま

下し
た

　健け
ん

藏ぞ
う

　
　上
甑
町
中
野

　現
民
生
・
児
童
委
員

窓口の受付状況の確認方法
来庁前に

混雑状況をチェック！

令
和
６
年
叙
勲
・
褒
章
受
章

令
和
６
年
叙
勲
・
褒
章
受
章
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川
内
地
域

（
出
生
児
）

田
辺
屋
　
蒼そ

う

大た

鶴
屋
　
　
瑠る

乃な

森
谷
　
　
千ち

よ
り縁

德
田
　
　
彩い

ろ

葉は

村
尾
　
　
仁じ

ん

長
井
　
　
芽め

衣い

菜な

藤
﨑
　
　
美み

羽わ

柏
木
　
　
徠ら

那な

萩
原
　
　
理り

亜あ

山
田
　
　
陽ひ

菜な

乃の

當
房
　
　
海か

い

里り

上
川
畑
　
星せ

来ら

清
水
　
　
律り

つ

歌か

岡
野
　
　
伶れ

愛お

堀
内
　
　
結ゆ

い

翔と

永
福
　
　
翠す

い

野
田
　
　
十と

愛あ

田
中
　
　
佑ゆ

明あ

山
口
　
　
幸ゆ

き

乃の

桑
木
　
　
琳り

ん

太た

郎ろ
う

桑
木
　
　
琥こ

う

太た

郎ろ
う

今
西
　
　
栞か

ん

菜な

一
森
　
　
香か

穂ほ

森
川
　
　
新あ

ら
た大

尻
無
濵
　
与よ

喜き

冨
永
　
　
寿と

和わ

上
平
　
　
千ち

颯は
や

豊
田
　
　
慧え

凪な

中
村
　
　
紘こ

う

長
嶺
　
　
結ゆ

い

肥
後
　
　
陽ひ

な
た大

北
薗
　
　
紗す

ず
か叶

内
村
　
　
藍あ

い

彩さ

山
元
　
　
柊ひ

月づ
き

川
添
　
　
倫り

ん

平ぺ
い

福
重
　
　
優ゆ

望の

柿
原
　
　
さ
ゆ
希き

（
年
齢
）

【
65
】

【
79
】

【
73
】

【
73
】

【
94
】

【
83
】

【
72
】

【
86
】

【
91
】

【
87
】

【
72
】

【
80
】

【
95
】

【
82
】

【
76
】

【
83
】

西
開
聞

冷
水

宮
崎

宮
崎

都青
山

中
福
良

中
福
良

中
福
良

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

楠
元

（
保
護
者
）

【
孝
宏
】

【
雄
之
】

【
将
太
】

【
萌
子
】

【
幸
輝
】

【
香
】

【
広
大
】

【
信
志
】

【
大
樹
】

【
宏
彰
】

【
裕
美
】

【
恋
】

【
勇
貴
】

【
亮
真
】

【
理
恵
】

【
和
樹
】

向
田
本
町

宮
里

宮
里

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

尾
白
江

尾
白
江

都隈
之
城

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

【
ひ
な
た
】

【
大
志
】

【
太
陽
】

【
は
や
と
】

【
和
樹
】

塔
之
原

副
田

斧
渕

黒
木

中
甑

【
早
代
】

【
明
里
】

【
彩
乃
】

【
亮
】

【
亮
】

【
尋
子
】

【
佑
也
】

【
啓
】

【
良
太
】

【
将
寿
】

【
健
太
】

【
翔
凪
】

【
省
太
】

【
沙
綾
】

【
新
二
】

【
幹
生
】

【
拓
美
】

【
義
則
】

【
亮
介
】

【
哲
也
】

【
敦
子
】

平
佐

平
佐

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

五
代

五
代

五
代

五
代

中
郷

百
次

永
利

永
利

城
上

西
方

中
郷
一
丁
目

中
郷
三
丁
目

平
佐
一
丁
目

1
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 3月25日（火）�
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／センノオト
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

川
内
地
域

（
氏
　
名
）

今
村
　
　

理
子

福
山
　
　
秀
彦

德
田
　
　
和
之

竹
本
　
　
澄
雄

馬
場
　
　
ア
ヤ
子

濵
田
　
　
國
重

久
保
　
　
文
義

森
木
　
　
サ
チ
子

有
馬
　
　
郁
夫

松
迫
　
　
廣
子

肥
後
　
　
幹
郎

岩
下
　
　
勇
一

山
元
　
　
ノ
リ

新
滿
　
　
智
子

堂
込
　
　
政
行

下
𦚰𦚰
　
　
久
子

樋
脇
地
域

有
馬
　
　
星せ

い

入
来
地
域

吉
田
　
　
一い

織お
り

東
郷
地
域

下
薗
　
　
陽ひ

い
ろ彩

祁
答
院
地
域

福
永
　
　
力ち

か
ら

上
甑
地
域

濵
田
　
　
崇そ

う

佑す
け

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（2月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R7/1/1 ～ R7/1/31）

区　分 件　数
交通事故 19 件（前年比＋���2 件）
死　　者 0件（前年比±���0 件）
負 傷 者 22 件（前年比＋���4 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R7/1/1 ～ R7/1/31）

区　分 件　数
火　災 3件（前年比�＋ ��� 2 件）
救　急 489 件（前年比�＋���64 件）
救　助 8件（前年比�＋ ��� 2 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

■総人口 90,349人（−186人）
　男　性 43,908人（−116人）
　女　性 46,441人（− 70人）
■世帯数 46,335世帯（−130世帯）

最終回

　今回の写真は、平成 17 年２月に開催した薩摩
川内市誕生記念式典の様子です。1,500 人が参加
した市誕生を祝う市中パレードや、小中学生の
希望あふれる未来へのメッセージなど、本市の
誕生を市民一体となって祝いました。
　市誕生 20 周年を迎えた令和６年度、さまざま
なイベントなどを通して、市民の皆さんと共にお
祝いしてきました。21 年目からも、世代を超え
て笑顔でつながり、楽しい集いのまち薩摩川内市
の実現のため、さまざまな取り組みを実践してい
きます。

▲広報薩摩川内No.10より

このコーナーで一緒に 20年
を振り返ることができて楽し
かったつん。
これからもたくさん思い出
作っていこうだつん！

1
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

182025.3.10 広報

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８９５　８　６ ５　０郵送の際は
85 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2025.3月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所、氏名、年齢、連絡先、
ペンネームを明記の上、はがき、封書、メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和７年
3月31日（月）消印有効

締 

切

冨
山
　
　
キ
リ

中
島
　
　
秀
義

鹿
子
木
　
ツ
ル
ヱ

山
﨑
　
　
ユ
ミ
子

上
鵜
瀬
　
ヨ
シ
子

諏
訪
原
　
ミ
ヤ
子

三
⻆
　
　
民
夫

樋
脇
地
域

田
中
　
　
實
男

久
保
　
　
幸
雄

三
浦
　
　
ア
イ

原
　
　
康
彦

北
山
　
　
公
子

入
来
地
域

加
治
屋
　
久
子

鹿
子
木
　
英
明

【
91
】

【
95
】

【
86
】

【
93
】

【
89
】

【
94
】

【
91
】

【
77
】

【
82
】

【
87
】

【
94
】

【
83
】

【
95
】

【
79
】

【
89
】

【
95
】

【
82
】

【
71
】

楠
元

中
村

中
村

大
小
路

大
小
路

大
小
路

国
分
寺

国
分
寺

国
分
寺

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

上
川
内

中
郷

田
崎

田
崎

田
崎

【
95
】

【
83
】

【
95
】

【
89
】

【
99
】

【
97
】

【
95
】

【
94
】

【
80
】

【
85
】

【
81
】

【
83
】

【
103
】

【
87
】

田
海

田
海

城
上

西
方

東
大
小
路

中
郷
一
丁
目

中
郷
五
丁
目

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

浦
之
名

【
96
】

【
65
】

【
95
】

【
90
】

【
90
】

【
91
】

【
87
】

【
74
】

【
100
】

【
81
】

【
102
】

【
92
】

【
87
】

【
89
】

【
74
】

【
92
】

【
94
】

【
94
】

水
引

湯
島

網
津

網
津

港百
次

百
次

百
次

百
次

永
利

永
利

永
利

久
見
崎

高
江

高
江

高
江

高
江

白
浜

【
104
】

【
95
】

【
83
】

【
94
】

【
84
】

【
61
】

【
71
】

【
85
】

【
93
】

【
92
】

【
94
】

副
田

斧
渕

南
瀬

藺
牟
田

藺
牟
田

黒
木

下
手

里中
甑

瀬
上

藺
牟
田

福
山
　
　
辰
子

入
江
　
　
和
人

井
上
　
　
雅
雄

前
薗
　
　
正
大

島
田
　
　
睦
子

田
之
上
　
博
文

岩
下
　
　
三
千
子

山
下
　
　
千
幸

園
田
　
　
愛
子

松
元
　
　
テ
イ
子

長
野
　
　
政

新
堀
　
　
文
子

塩
田
　
　
謙
一

白
濵
　
　
道
雄

有
馬
　
　
秀
幸

園
田
　
　
哲

東
郷
　
　
茂
男

貴
島
　
　
久
子

下
永
田
　
ナ
ツ
ヱ

東
郷
地
域

中
ノ
上
　
カ
ズ
子

森
山
　
　
節
夫

祁
答
院
地
域

木
之
下
　
照
子

税
所
　
　
德
男

鎌
田
　
　
友
子

谷
口
　
　
浩

里
地
域

磯
道
　
　
重
治

上
甑
地
域

中
能
　
　
重
行

森
尾
　
　
セ
ミ
エ

鹿
島
地
域

中
野
　
　
智
津
子

加
世
堂
　
至
誠

小
牧
　
　
ヨ
シ
子

枦
　
　
　
千
惠
子

松
若
　
　
チ
ヅ

金
松
　
　
健

外
薗
　
　
昇

宮
司
　
　
保

田
頭
　
　
和
生

坂
元
　
　
忠
義

宮
𦚰𦚰
　
　
節
子

橋
口
　
　
捷
馬

玉
利
　
　
等

永
原
　
　
三
生

田
ノ
上
　
秀
人

松
永
　
　
ユ
キ

永
田
　
　
ナ
ル

𠮷𠮷
𠮷
　
　
タ
エ
子

羽
子
田
　
哲
郎

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4123）
　　　　　　　　�koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 3 月 31 日（月）消印有効【締切】 3 月 31 日（月）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「ひとみフード」のたい焼き（150円）と芋チップスのセット

を10人にプレゼント。
　令和７年１月にオープンしたばかりのたい焼き屋。定番
のあんこだけでなく、ピザなどのおかず系やイチゴと生ク
リームを挟んだデザート系も販売しています。また、月替
わりのたい焼きもあり、さまざまな種類を楽しめます。

ひとみフード
住  大小路町 27 番 11 号
営  11 時 ～ 18 時（不定休）

 090（3060）4299

▲Instagram

3

●●鹿児島相互信用金庫大小路支店
鹿児島相互信用金庫
大小路支店

ひとみフード

国道267号
入口

国道267号
入口

ナ
リ
ヤ
ラ
ン
の
花

　
令
和
６
年
10
月
20
日
撮
影
。
石
垣
島
や
西

表
島
の
日
当
た
り
の
良
い
湿
っ
た
草
地
に
自

生
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
11
月
か
ら
３
月
ま

で
は
屋
内
で
育
て
て
い
ま
す
。

は
ん
じ
ら（
88
歳
）

思
わ
ぬ
訪
問
者

　
令
和
６
年
10
月
、
暑
さ
が
残
る
夕
方
、

「
し
ー
、
静
か
に
」と
夫
が
不
安
そ
う
な
顔
で

言
い
出
し
ま
し
た
。
玄
関
の
外
で
何
か
の
音

が
す
る
と
の
こ
と
で
、
耳
を
澄
ま
す
と「
カ

サ
カ
サ
、
ゴ
ソ
ゴ
ソ
」と
確
か
に
変
な
音
が

し
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
様
子
を
う
か
が
っ
た
後
、
心
臓

を
バ
ク
バ
ク
さ
せ
な
が
ら「
せ
ぇ
ー
の
」と
２

人
で
ド
ア
を
力
強
く
開
け
ま
し
た
が
、
誰
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
安
な
が
ら
も
そ
の
後

は
静
か
に
な
っ
た
の
で
、眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
玄
関
を
見
る
と
、
ム
カ
デ
駆
除
用

の
餌
を
食
べ
た
と
思
わ
れ
る
サ
ワ
ガ
ニ
が

ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。

　
サ
ワ
ガ
ニ
に
は
悪
い
で
す
が
、
不
審
者

じ
ゃ
な
く
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

う
ー
さ
ん（
60
歳
）

あ
の
時
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は

　
薩
摩
川
内
市
に
引
っ
越
し
て
き
て
丸
４
年
。

肌
寒
く
な
り
、
吐
く
息
が
白
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
た
つ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
前
の
夕
方
、
母
と
買
い
物
に
出
掛
け

た
時
に
川
内
駅
前
を
通
る
と
き
れ
い
な
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
目
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　
４
年
前
、
退
院
と
引
っ
越
し
を
し
て
不
安

な
中
、
駅
を
出
て
最
初
に
出
迎
え
て
く
れ
た

の
も
、
あ
の
き
れ
い
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
し
た
。
な
ん
だ
か
、
こ
の
４
年
が
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
な
と
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
で
精
い
っ
ぱ
い
頑
張

り
た
い
で
す
。

ご
い
ち（
19
歳
）

▶
川
内
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
実
行
委
員
会 

提
供
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　今月は、キジカケルでインタビューを行った可
え

愛
の

小学校６年生

の児童が給食を食べる様子を表紙にしました。児童たちは元気

いっぱいの笑顔で、積極的にインタビューに答えてくれました。

　学校給食センターでは、栄養教諭や調理員の皆さんが子どもた

ちの笑顔と元気を願って給食づくりに携わっていました。これか

らも、たくさんの思いが込められた給食を皆さんのもとへ安全安

心に届けます。

◎今月の表紙

Ｐ２
Ｐ４
Ｐ６

Ｐ７
Ｐ８
Ｐ10
Ｐ11
Ｐ12
Ｐ13
Ｐ14
Ｐ18
Ｐ20

キジカケル突撃レポート！
出会い！体験！感動！「てらやまんち」に行ってみよう！
鹿児島県青少年国際協力体験事業　世界へ飛び出せ！
スタディツアーinベトナム－参加者募集－
行こうよ！図書館へ
ジェンダー・ギャップをなくしていこう 〜まずは私から〜
人のとなりに
みんなの119
深ボリ！企業のチカラ
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ 　
読者のひろば

＜目　次＞

担当者の声

年 度の締めくくりである３月。さまざまな節目を機に、
これまでを振り返ってみるのはどうでしょうか。

　今回のキジカケル突撃レポートでは、学校給食について取
材をしました。中学校を卒業してから触れることがなかった
久しぶりの給食に心が躍り、このメニューが好きだったなと
懐かしい気持ちになりました。そして、ニコニコ笑顔の児童
たちに元気を分けてもらい、今年度の疲れた心が癒され、新
年度からも頑張ろうと前向きになることができました。誰で
も１つは給食についての思い出があるかと思います。好き
だった給食や珍しい献立など、ぜひ思い返して、周りの方と
給食トークをしてみるのはどうでしょうか。　　　　（津曲）
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